











































当たり X 畝、１羊単位２家畜に L 畝という基準を設定し、ガチャーから各牧家に分配す
る土地面積を決定した。たとえば、５人から成る家族で 400 頭羊単位の家畜を所有してい
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　1990 年代以降、中国では砂漠化 ･ 草原退化などの環境悪化問題がますます深刻化し、
それによる被害が拡大した。中央政府は生態環境の改善、貧困撲滅を目的として、耕作を
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　｢連戸牧場｣ の実態と牧民の意識を把握するため、現地調査を 2009 年７月 15 ～ 24 日に
実施した。
（２）「連戸牧場」地域の概要





















　2009 年７月時点で、Shogen ソムには 76 の連戸牧場が存在している。そのうち 30 連
戸牧場は肉牛専業牧場、36 連戸牧場は肉羊専業牧場、10 連戸牧場は総合的な牧場を指
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向している。連戸牧家総数は 314 戸であり、１連戸牧場は３～ 12 戸で構成されている。
連戸牧場全体では、人口 1,470 人、労働力 840 人、牛 2,868 頭、羊 166,123 頭となってい





























　調査対象全８連戸牧場の総土地面積は 37,633 畝、１人当たりの面積は平均 263.2 畝であ
る。この規模は前同類調査の伝統的牧畜地域（500.5 畝）よりは小さく、「養羊小区」（224.3 畝）
より若干大きい。しかし、牧場間で総土地面積は大きく異なる（変動係数は 0.61）。１人



































伝統的牧畜経営地域（平均収入は 2,865 元）と「養羊小区」（平均収入 5,876 元）の水準
を上回る。しかし、牧場間には顕著な収入格差（最小 4,225 元、最大 8,465 元、２牧場が 
















　ヘシゲ牧場では７戸の牧家が連携しており、人口は 25 人、労働力は 16 人である。牧場







労働力収入と株式配当収入（資本収入）から構成される。平均労働力収入は 6,786 元 / 年









































　ルリブ牧場は6戸の牧家から連携され、人口が 24 人、労働力 13 人である。土地面積は
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　これまで ｢連戸牧場｣ を対象にした事例研究は存在しておらず、｢連戸牧場｣ に関する
知見は限定的であるため、本事例分析の結果は今後、｢連戸牧場｣ の普及の展開を図る上
で有益な示唆を与えることができると思われる。とはいえ、牧畜地域における牧家連携は
未だ模索の段階にあり、その成立条件や発展の方向性に関しては数多くの課題が横たわっ
ている。これらを今後の研究課題としたい。
キーワード　内モンゴル　牧畜業　持続的発展　連戸　牧家連携
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